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私が留学していた街は、インドネシアの田舎にある比較的小さな町であった。街全体の規

模は大きくなく、商業施設といえば小さなモールが一つある程度で、都会のように信号が

いくつも立ち並ぶような場所ではなかった。しかしながら、その素朴で落ち着いた環境は

逆に魅力的でもあった。気候は一年を通して温暖で、日本のように四季の気温差に悩まさ

れることも少なく、特に私が滞在していた時期は過ごしやすい気候であった。そのため、

外に出ることも苦にならず、町には多くの学生が集まるカフェが点在しており、勉強や友

人との交流の場として頻繁に利用することができた。小さな町ではあったが、学生たちの

活気にあふれた環境はとても刺激的で、私にとって留学生活を充実させる大きな要素とな

った。さらに、都市部まではバスでおよそ 1 時間程度で行くことができ、週末や授業後に

友人と出かけるには十分な距離であった。そのため、遊びや買い物に困ることはなく、田

舎町の落ち着いた環境と都市部のにぎやかさの両方を楽しむことができた。 

 

授業は、世界各国から集まった留学生たちと一緒に受けるスタイルであり、主にインドネ

シア語を中心に学んでいた。言語だけではなく、インドネシアの文化や伝統、さらには料

理についても学ぶ機会があり、実際に体験を通して理解を深めることができたのは貴重な

経験であった。ただし、授業で使用される言語は英語であったため、当初は内容を理解す

るのに苦労することも多かった。特に専門的な説明や文化的背景を解説する場面では、英

語の語彙が足りずに理解が追いつかないこともあった。そのため私は、授業中にスマート

フォンの翻訳アプリを頻繁に利用していた。最初は少し恥ずかしさもあったが、正確に理

解するためには欠かせない手段であり、結果的にインドネシア語と同時に英語力も少しず

つ伸ばすことができた。授業の雰囲気は厳しすぎるものではなく、学生同士が意見を出し

合い、互いに助け合いながら学んでいく形式だったため、積極的に参加することができ

た。 

 

生活面については、毎週月曜日から金曜日まで、午前 9 時から正午 12 時までが授業の時

間であった。それ以降の午後は自由時間となるため、その時間を有効に活用することがで

きた。授業後は大学の食堂で昼食をとることもあれば、現地でできた友人たちとバスに乗

って都市部まで出かけることも多かった。都市部にはより多くの商業施設や観光スポット

があり、そこでの体験を通じてインドネシア社会の多様な側面に触れることができた。ま

た、毎週月曜日の夕方にはフットサルを楽しむ習慣があり、スポーツを通して現地の学生

との交流を深めることができた。言語の壁を越えて一緒にボールを追いかける時間は、何

よりも自然に友情を育む場となり、私の留学生活をより豊かなものにしてくれた。 

 



留学を終えて振り返ってみると、出発前の私はインドネシア語をほとんど話すことができ

なかった。授業では英語が用いられていたが、正直なところ英語そのものを深く理解でき

るようになったわけではない。しかし、その分インドネシア語の学習に集中することがで

き、結果として日常生活に困らない程度の会話力を身につけることができた。この成長を

支えたのは、積極的に現地の友人たちと交流する姿勢であった。私はなるべく外に出て、

友人と遊びに行ったり、雑談をしたりする中で、新しく学んだ単語や表現を積極的に使う

よう心がけていた。間違えることを恐れずに話すことで、相手が訂正してくれることも多

く、自然に語彙や表現の幅が広がっていった。ときには分からない言葉に出会うこともあ

ったが、そのたびに調べたり、友人に聞いたりして少しずつ覚えていった。この積み重ね

こそが、留学の最大の学びであったといえる。 

 

最後に、これから同じように留学を考えている人に向けて、私からのアドバイスを述べた

い。それは「できるだけ多くの友達をつくること」である。留学生活においては、言葉の

壁や文化の違いから困難に直面することも少なくない。そんなとき、助けになってくれる

のは現地で出会った友人たちである。友達がいれば、勉強で分からないことを教えてもら

うこともできるし、生活の中で困ったときに頼ることもできる。何より、友人との交流は

留学生活を何倍も楽しいものにしてくれる。語学の上達においても、教科書だけでは学べ

ない生きた表現を学ぶことができ、自然な会話力が身についていく。私自身、友達のおか

げで乗り越えられたことが多く、留学の思い出もまた友人たちと共に築いたものばかりで

ある。 

 

以上のように、私の留学生活は田舎町という落ち着いた環境でありながら、学びと交流に

あふれた充実した時間であった。都市部へのアクセスも良く、困ったときには遊びや買い

物に出かけられる便利さもあった。困難もあったが、それを一つ一つ乗り越えることで得

られた成長は大きく、今後の人生においても大きな糧となると確信している。 

 


